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平
成
十
八
年
度
の
村
の
予
算
が
、
三
月
定
例
村
議
会
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

一
般
会
計
予
算
額
は
、
国
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
う
け
て
前
年
度
よ

り
六
千
五
百
五
十
万
円
少
な
い
四
十
二
億
七
千
五
百
万
円
。
特
別
会
計

で
も
一
部
を
除
い
て
、
縮
減
し
た
厳
し
い
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
い
予
算
編
成
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
厳
し
い
状
況
に
お

い
て
も
、
投
資
的
経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

下
関
保
育
園
で
は
、
保
育
の
充
実
を
図
る

た
め
、
保
育
室
や
給
食
調
理
場
等
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

防
災
関
連
で
は
、
豪
雨
に
よ
っ
て
住
民
生

活
に
影
響
が
出
て
い
る
集
落
排
水
路
な
ど
の

改
良
整
備
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
雇
用
の
創
出
と
地
域
商
業
の
振
興

を
目
的
と
し
て
「
道
の
駅
周
辺
」
の
再
整
備

を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
後
年
度
本
格
化
す

る
事
業
の
前
段
と
し
て
関
川
中
学
校
教
室
棟

の
耐
震
化
に
向
け
た
調
査
費
や
、
玉
郷
立
地

区
の
ほ
場
整
備
事
業
の
調
査
費
な
ど
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

当
村
の
財
政
状
況
は
、
国
の
進
め
る
三
位

一
体
の
改
革
に
伴
い
、
国
か
ら
の
税
源
移
譲

や
定
率
減
税
の
半
減
な
ど
に
よ
っ
て
、
若
干
、

税
収
の
改
善
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
し
か
し
、

依
然
と
し
て
自
主
財
源
に
乏
し
く
、
国
か
ら

の
地
方
交
付
税
や
村
債
（
借
金
）
に
頼
る
財

政
運
営
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
十
八
年
度
当
初
予
算
は
、
税
源
移
譲

や
地
方
交
付
税
、
国
庫
補
助
金
等
の
影
響
額

を
考
え
て
編
成
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
定
率
減
税
の
廃
止
な
ど
の

税
制
改
正
に
伴
い
所
得
譲
与
税
で
二
千
四
百

万
円
を
増
額
し
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
普

通
地
方
交
付
税
は
一
億
三
千
百
万
円
の
減
額

を
見
込
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
一
部
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
会

計
で
昨
年
度
に
比
べ
、
縮
減
し
た
非
常
に
厳

18
年
度
も
厳
し
い
緊
縮
予
算

一
般
会
計
で
は
六
千
五
百
万
円
あ
ま
り
を
縮
減

一　　般　　会　　計 42億7,500万円 △ 6,550万円

6億2,200万円 △ 4,800万円

1億160万円 140万円

8億2,780万円 △ 7,490万円

6億4,010万円 3,490万円

540万円 △ 340万円

1,370万円 280万円

5,580万円 △ 1億3,760万円

10億2,640万円 △ 5,410万円

7,870万円 230万円

76億4,650万円 △ 3億4,201万円

1億340万円 590万円

1億1,260万円 △ 1,630万円

1億4,370万円 △ 4,891万円

1億7,202万円 △ 5,714万円

会 計 名

平成18年度　各会計予算
平成18年度
当初予算総額

前年度との比較

国民健康保険特別会計

国民健康保険関川診療所特別会計

老 人保健特別会計

介護保険事業特別会計

村有温泉特別会計

宅地等造成特別会計

簡易水道特別会計

公共下水道特別会計

農業集落排水特別会計

合　　　計

水 道 事 業 会 計

（収益的） 収　入

支　出

（資本的） 収　入

支　出

国
の
財
源
は
約
四
割
を
借
金
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
支
出
の
う
ち
二
割
以
上
が
借
金
の
返
済
に
充
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

（参考）国の財政状況

１か月の家計に例えた場合

�

17年度の国の財政状況

むらの予算説明

内　　　容 収　入 支　出

給　　　　　　与 40万円

ロ ー ン 元 利 払 15万円

家 計 費 39万円

田舎への仕送り 13万円

合　　　計 40万円 68万円

不 足 分（借金） 28万円

総　合　計 68万円 68万円

ロ ー ン 残 高 5,300万円

内　　　容 収　入 支　出

税収＋税外収入 48兆円

国 債 費 18兆円

一 般 歳 出 47兆円

地 方 交 付 税 等 16兆円

合　　　計 48兆円 82兆円

公 債 金 収 入 34兆円

総　合　計 82兆円 82兆円

公 債 残 高 538兆円
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18年度予算

歳入 

　村  税 
7億1,364万円 
　　　　17%

地方交付税 
　19億1,700万円 
　　　　　45%

村  債 
5億160万円 
　12％　 

繰入金 
　3億700万円　7％ 

諸収入 
　1億4,312万円　4％ 

使用料及び手数料 
　9,485万円　2％ 

分担金及び負担金 
　4,126万円　1％ 

その他自主財源 
　4,771万円　1％ 

国庫支出金 
6,216万円　1％ 

県支出金 
1億8,086万円　4％ 

地方譲与税 
1億5,100万円　3％ その他依存財源 

　1億1,480万円　3％ 

自主
財
源

依存
財
源

依存
財
源

42億7,500万円 

29億　　　 
2,744万円 

13億4,756万円 

説明
義

務
的
経
費

　

任
意
的
経
費

24.1億円 
 56%

18.6億円 
  44%

自主財
源
　

　依

存
財
源

29.2億円 
 68%

13.5億円 
 32%

歳出 

人件費 
8億100万円 
　　　　19%

物件費 
　6億4,054万円 
　　　　15%

繰出金 
4億8,892万円 

　11％ 
扶助費 
　1億8,449万円 
　　　　　4％ 

公債費 
　8億7,884万円 
　　　　21％ 

維持補修費 
8,143万円　2％ 

補助費 
5億3,843万円 

13％ 

貸付金 
1億1,700万円 

3％ 

投資的経費 
5億3,287万円 

12％ 

義務
的
経
費

任意
的
経
費

任意
的
経
費

その他 
　1,148万円　0％ 

42億7,500万円 

18億6,433万円 

24億1,067万円 

※
三
位
一
体
の
改
革

地
方
の
実
情
に
応
じ
た
事
業
が
自
主
的
・

自
立
的
に
で
き
る
よ
う
に
、
地
方
へ
の
国
の

関
与
を
廃
止
・
縮
減
し
、
地
方
の
権
限
と
責

任
を
大
幅
に
拡
大
す
る
と
い
う
地
方
分
権
を

推
進
す
る
観
点
か
ら
、
�
国
庫
補
助
負
担
金

の
改
革
、
�
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
、

�
地
方
交
付
税
の
改
革
の
三
つ
を
一
体
的
に

行
う
も
の
で
す
。

※
地
方
交
付
税

地
方
公
共
団
体
が
等
し
く
事
務
を
す
る
た

め
に
、
国
か
ら
一
定
の
基
準
で
交
付
さ
れ
る

お
金
。
財
源
は
、
国
税
の
所
得
税
や
法
人
税
、

酒
税
、
消
費
税
、
た
ば
こ
税
の
一
定
割
合
。

※
自
主
財
源

地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
に
収
入
す
る
こ

と
の
で
き
る
財
源
。
地
方
税
、
分
担
金
、
負

担
金
、
使
用
料
、
手
数
料
、
財
産
収
入
、
寄

付
金
、
繰
入
金
、
繰
越
金
・
諸
収
入
が
該
当
。

※
依
存
財
源

国
県
の
一
定
の
基
準
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ

た
額
を
交
付
、
又
は
割
り
当
て
ら
れ
る
諸
財

源
。
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出

金
、
地
方
譲
与
税
、
地
方
債
が
該
当
。

用語の説明
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歳入の内訳をみると、村税をはじめ
とする自主財源は約３割程度と乏しく、
不足する約７割を地方交付税などに依
存する状況になっています。
そのため、人件費や扶助費、公債費

の義務的経費を、自主財源で賄うこと
ができない、財政状況となっています。
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８広報せきかわ　2006・４月号

むらの予算説明

・議会活動費 380万円
・議会報発行費 54万円

9,230円
（6,717万円）

1.6％

・村議会運営のための経費議会費

・区長関係費 1,498万円・廃止路線バス運
行費補助金 2,447万円・むらづくり総合推
進事業費補助金 677万円・農業委員会委員
一般選挙費 302万円

60,071円
（4億3,720万円）

10.2％

・村の各種計画策定や推進、
庁舎部内管理の経費総務費

・国保会計繰出金 4,266万円・介護保険会
計繰出金 1億811万円・老人保健会計繰出
金 6,720万円・心身障害者福祉費 9,906万
円・児童手当給付費 4,807万円・保育園管
理費 2億2,102万円・下関保育園整備事業費
1億9,253万円

121,867円
（8億8,695万円）

20.7％

・障害者や高齢者に対する福
祉の充実、子育て環境の充
実などの経費

民生費

・保健推進費 3,140万円・予防費 855万円
・母子衛生費 935万円・合併処理浄化槽設
置補助金 1,202万円・ゴミ処理対策費
9,348万円・し尿処理対策費 1,703万円・上
水道事業会計補助金・出資金 2,107万円・
簡易水道会計繰出金 3,036万円

39,251円
（2億8,567万円）

6.7％

・健康で衛生的な生活環境を
守るための保健・医療・環
境などの経費

衛生費

・転作推進事業補助金 1,416万円・有害鳥
獣駆除対策事業 211万円・中山間地域等直
接支払制度 1,177万円・国土調査事業費
1,172万円・農業農村整備事業費 1,593万
円・農業集落排水事業特別会計繰出金 598
万円・林業振興費 2,621万円・林道整備事
業費 7,336万円・水産業振興費 527万円

38,376円
（2億7,930万円）

6.5％

・農林水産業の振興事業や生
産基盤整備の経費

農林水

産業費

農林水産費 

・商工業振興費 1億3,419万円・観光振興対
策費 1,723万円・観光施設管理 1億3,927万
円・観光施設整備費 6,386万円

53,801円
（3億9,157万円）

9.2％

・商工業と観光振興事業の経
費

商　工

労働費

・道路除雪対策費 8,173万円・道路橋りょ
う維持費 2,964万円・道路橋りょう整備事
業費 4,913万円・国県道整備事業負担金
2,000万円・集落排水路整備 800万円・下水
道特別会計繰出金 2億885万円

62,640円
（4億5,590万円）

10.7％

・道路、集落排水路などの社
会資本の整備のための経費土木費

・消防団運営費 2,696万円・岩船広域事務
組合負担金 1億5,561万円・消防施設維持管
理費 1,153万円

26,936円
（1億9,604万円）

4.6％

・生活の安全を守る消防活動
の経費消防費

・小学校管理費 1億186万円・中学校管理
費 7,253万円・村民会館等管理費 1,921万
円・せきかわ歴史とみちの館管理費 1,025
万円・給食費 2,043万円

53,674円
（3億9,064万円）

9.1％

・学校教育、生涯学習の充実、
芸術、文化、スポーツの振
興のための経費

教育費

・地方債元金償還金 7億6,550万円
・地方債利子償還金 1億734万円

120,753円
（8億7,884万円）

20.6％

・村債の元利支払と一時借入
金の利子支払公債費

事　業　目　的 18年度の主な事業
村民１人あたりの予算
（予算総額）

構成比

・災害復旧費 72万円
・予備費　　 500万円

788円
（573万円）

0.1％

・災害復旧事業費や予備費
などその他

参考　　 Ｈ16当初予算総額

村民１人当たり（7,339人）

43億4,050万円

591,429円

587,387円
（42億7,500万円）

村民１人当たり（7,278人）

予算総額
合　　計

※村民１人当たりの金額は、平成18年２月末の住民基本台帳7,278人で算出しています。
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広報せきかわ　2006・４月号９

18年度予算

●
歳
出
決
算
総
額
に
現
れ
る
特
徴

左
の
二
段
に
分
か
れ
た
グ
ラ
フ
を
対
比
さ
せ
る
と
、
下
段

の
普
通
建
設
事
業
費
の
推
移
に
連
動
し
て
、
上
段
の
歳
出
の

総
額
が
推
移
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の

現
象
は
、
義
務
的
経
費
が
、
あ
る
程
度
固
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
投
資
的
な
事
業
を
行
う
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
歳
出
総
額

が
推
移
し
て
い
る
の
を
表
し
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
ど
〜
む
や
大
石
家
族
キ
ャ
ン
プ
村
を
整
備
し
た

平
成
十
年
度
か
ら
十
二
年
度
、
関
川
中
学
校
特
別
教
室
棟
を

建
設
し
た
平
成
十
五
、
十
六
年
度
に
は
、
歳
出
総
額
が
ふ
く

ら
ん
で
い
ま
す
。

単位：億円 

歳
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58.5 62.4 62.9
58.8

51.1 49.1 49.9 52.2
43.4 42.8

19.0 20.3 21.5
18.3 10.6

7.9 9.2
12.1

4.2 5.3

H９～H16は歳出決算額、H17・18は当初予算額 
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借金の借入と返済 

返済 

借入 

▲平成１５～１６年度に行った中学校建設
のために、たくさん借金をしましたが、
今後は少しずつ減ってくる見込みです。

説明

▲借金（公債費の元利償還金）の返済は、
平成１５年度までは増加しましたが、中
学校建設のために借り入れた借金の返済
が始まったとしても今後は少しずつ減っ
てくる見込みです。

説明

0
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(億円)

貯金残高  

15 16 17 18平
成 

14

(

見
込)

 (

予
算)

 

14.1
14.9

14.0 12.7

9.7
その他 

村債管理基金 

財政調整基金 

説明
�平成１６年度には、中学校建設のために
積み立てていた貯金（基金）を８，７３０万円
取り崩しました。平成１８年度は各事業実
施のために、財政調整基金を２億３，０００万
円、特定目的基金を７，７００万円、それぞれ
取り崩す予定です。ただし、経費節減に
努めるとともに年間を通じた財政運営に
よって、基金の取り崩しを減らし、後年
度に備えます。

(H18) 下関保育園整備

(H15～16) 関川中学校整備
(H15) 公民館（図書室）整備

(H14) 地域インターネット基盤整備
(H14～17) 村道城陣線整備

(H11～12) ＪＡカントリーエレベーター整備
(H11～13) 松ノ木排水路整備

(H９～15) 県営中山間地域総合整備事業
(H９～10) 特別養護老人ホーム「垂水の里」整備

(H６～15) 村道山本幾地線整備
(H７～11) ゆ～む、ど～む、光兎こども館整備
(H８～12) 大石オートキャンプ村整備
(H８～21) 林道蛇喰中束線整備
(H８～13) 上土沢、鍬江沢、六本杉頭首工整備

主
要
普
通
建
設
事
業
実
施
状
況


